
鳥取市バリアフリー基本構想（素案）に係る 

市民政策コメント実施結果 

１．実施期間 

令和６年１２月１６日（月）～令和７年１月６日（月） 

２．募集結果 

提出者数  １名   意見数  ３件 

３．意見の内容及びそれに対する市の方針 

No 市民政策コメントの内容 市民政策コメントに対する市の考え方 

〇全体について 

１ 

基本構想は、各地域から出された具体

的な要望ではないため、魅力を感じるこ

とができない。今後、基本構想の真価を

開花させるために、市内各地域から、同

地域のバリアフリー(ユニバーサルデザ

イン)推進プランを公募し、ニーズと発展

性のある企画に昇華させることが肝要と

進言します。

本市は、令和 4年度に策定した鳥取市

バリアフリーマスタープラン（以下「マ

スタープラン」という。）において、面的

かつ一体的にバリアフリー化を促進して

いく１４の移動等円滑化促進地区（以下

「促進地区」という。）を設定しました。

この度の基本構想では、そのうち２つの

地区（鳥取駅・城跡周辺地区、鳥取大学

前駅・湖山駅周辺地区）をさらに重点的

にバリアフリー化を行うべき地区として

設定しようとするものです。今後、基本

構想の中で重点整備地区に位置付ける際

には、マスタープランで設定した促進地

区を中心に検討していくこととなりま

す。 

各地域のバリアフリー整備にあたって

は、地域住民のニーズを反映することが

重要と考えており、今後の基本構想の見

直し等においても、住民参加によるまち

歩き点検により提案される特定事業を盛

り込んでいくなど、住民ニーズを反映し

た計画となるよう取り組んで参ります。
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〇道路について 

２ 

松林公園（美萩野 1 丁目）周辺には、

小学校、幼稚園、医療施設、介護施設等

や、町内にも各種障害介護施設が多数あ

るが、施設間や公園をつなぐ道路は狭い

上に段差が多く、車椅子等での移動は困

難な上に危険であり、交流の妨げになっ

ている。 

 そのため、これらの施設をつなぐには、

一定の広さを確保した段差のない歩道の

整備、車椅子等での移動を可能とする整

備、バリアフリー歩道が必要となる。こ

れは、障害者だけではなく、高齢者や幼

児等にとっても、やさしいユニバーサル

な道路整備と言える。 

 ご意見は関係課と共有し参考とさせて

いただきます。 

〇公園について

３ 

本来公園も交流の場であるが、松林公

園は、高台の上に位置し、公園内は凸凹

傾斜面のため、障害者等が公園内に立ち

入るだけでも補助を必要とし、公園内で

の活動は、凸凹斜面や松の根などによる

転倒の危険を伴っている。 

そのため、障害者等が、安心安全に楽

しく利用できるようフラット化が必要で

あり、整備にあたっては、町民が長年親

しんだ樹齢 100 年を超える松林や地形変

動への不安対策を解決するための町内合

意を得て、町内創意のもとユニバーサル

な公園に作り替える時期に来ている。町

内合意の構想を策定する際には、松林公

園の現状についての確かな情報、建築技

術上の専門家からの助言、町内ニーズを

踏まえた暫定プラン等を検討し、住民へ

提言していく公園整備検討委員会を町内

会内部に設置し、合意形成を図ることが

肝要である。 

 ご意見は関係課と共有し参考とさせて

いただきます。 


